
第
１
回
定
例
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
は
、

区
が
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
、

物
価
高
騰
に
苦
し
む
区
民
へ
の

支
援
な
ど
地
方
自
治
体
の
役
割

を
果
た
す
新
年
度
予
算
に
な
る

よ
う
、
議
会
提
案
権
を
活
用
し
、

区
民
の
み
な
さ
ん
の
声
に
基
づ

い
た
議
会
論
戦
を
お
こ
い
ま
し

た
。物

価
高
騰
に
苦
し
む
区
民
の

暮
ら
し
、
中
小
企
業
の
営
業
を

応
援
す
る
た
め
に
党
区
議
団
は

「
予
算
の
編
成
替
え
を
求
め
る

動
議
」
を
予
算
特
別
委
員
会
に

提
出
し
ま
し
た
。

減
額
（
▲
）
す
る
項
目
は
、

区
議
会
議
員
の
海
外
親
善
訪
問

調
査
と
日
額
旅
費
（
議
会
に
出

席
し
た
日
の
交
通
費
と
し
て
３

０
０
０
円
）
は
中
止
を
求
め
、

新
空
港
線
及
び
ま
ち
づ
く
り
資

金
積
立
基
金
積
立
金
、
新
空
港

線
の
整
備
促
進
事
業
の
予
算
を

廃
止
す
る
提
案
で
す
。

増
額
す
る
項
目
は
、
防
災
対

策
の
充
実
と
し
て
、
携
帯
ト
イ

レ
、
防
災
チ
ェ
ア
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
拡
充
。
福
祉
の
充
実
と

し
て
、
精
神
障
害
者
２
級
手
当

創
設
、
特
養
ホ
ー
ム
３
か
所
増

設
、
高
齢
者
医
療
費
助
成
、
補

聴
器
購
入
助
成
拡
充
、
在
宅
介

護
応
援
手
当
、
寿
祝
金
（
復
活
）
、

保
育
士
応
援
手
当
（
削
減
分
復

活
）
、
小
・
中
・
高
校
入
学
祝

金
、
保
育
料
無
償
化
、
こ
ど
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
助
成
。
産
業
経
済
の
活
性
化

と
し
て
、
仕
事
確
保
要
員
、
工

場
家
賃
助
成
、
も
の
づ
く
り
経

営
革
新
緊
急
助
成
、
後
継
者
支

援
、
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
。

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
公
園
ト

イ
レ
の
改
善
、
世
帯
向
け
家
賃

助
成
。
子
育
て
応
援
と
し
て
、

幼
稚
園
教
諭
応
援
手
当
の
創
設
、

小
中
学
校
教
材
費
無
償
化
の
実

施
で
す
。

総
額
で
は
90
億
７
０
９
万
円

余
増
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
予

算
約
３
４
１
２
億
円
の
わ
ず
か

３
％
弱
の
額
で
実
現
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
動
議
に
賛
成
し
た
会

派
や
議
員
は
党
区
議
団
以
外
は

な
く
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
定
例
議
会
最

終
日
（
３
月
25
日
）
本
会
議
に

全
体
の
新
年
度
予
算
か
ら
「
新

空
港
線
関
連
事
業
」
を
削
減
し

た
「
予
算
の
編
成
替
え
動
議
」

を
立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団
と

共
同
提
案
し
ま
し
た
が
、
賛
成

は
な
く
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
区
議
選
挙
の
時
に
は

「
新
空
港
線
」
開
発
事
業
の
見

直
し
を
公
約
に
掲
げ
た
元
参
政

党
区
議
、
東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
区
議
も
「
予
算
の
編
成
替

え
動
議
」
に
反
対
し
た
こ
と
は
、

区
民
へ
の
公
約
違
反
だ
と
党
区

議
団
の
討
論
で
批
判
し
ま
し
た
。

(１) ２０２４年４月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ https://kugidan.jcp-ota.jp/ No.３０７

日本共産党物価高騰・災害対策、
営業支援の区政に！

新
年
度
予
算

わ
ず
か
３
％
の
見
直
し
で

み
な
さ
ん
の
要
求
が
実
現
で
き
ま
す

第１回定例議会・予算特別委員会 ２月１５日～３月２５日

組み換え項目
修正額

（単位：千円）

セーラム市親善訪問の中止 ▲９，４５１

朝陽区・大連市親善訪問の中止 ▲３，６００

区政施策調査（海外）の中止 ▲２０，７２９

費用弁償（日額旅費）の廃止 ▲１０．４８２

携帯トイレ・防災チェア配布 １，１４０，７２３

感震ブレーカー支給取付事業拡充 １００，０００

精神障害者２級手当創設 １６１，１３６

特別養護老人ホーム建設費整備助
成（３か所増）・ショートステイ

１，２９０，３００

高齢者医療費助成（外来分半額助
成）

１，７７１，３３２

補聴器購入助成の拡充 １４，７９０

在宅介護応援手当 ２，２５９，６００

寿祝金支給（復活） １４，５８２

保育士応援手当支給（削減分復活） １７５，５２０

入学祝金支給 ６０５，０００

認可保育園（小規模・事業所内）
の０歳から２歳時の保育料無償化

９１，８０２

こどものインフルエンザ予防接種
費用助成

３０６，６００

仕事確保職員（１０名） ７０，０００

工場家賃支援 ３００，０００

ものづくり経営革新緊急助成 ２７５，０００

中小事業者の後継者支援 ４００，０００

（仮称）商店リニューアル助成 ３５０，０００

公園トイレの洋式化 ４０，０００

新空港線整備及びまちづくり資金
積立基金積立金の廃止

▲１，０１１，７０７

新空港線の整備促進事業の廃止 ▲１３４，３２４

世帯向け家賃助成 ７２，０００

幼稚園教諭応援手当 １０８，０００

小学校教材費無償化 ３９０，０００

中学校教材費無償化 ２６１，０００

合計 ９，００７，０９２

日本共産党大田区議団

大田区蒲田5-13-14

TEL 03-5744-1477

FAX 03-3730-3447

ご意見、

ご要望を

お寄せ下

さい。

村石まい子 すがや郁恵 杉山こういち 佐藤 伸 清水菊美
こども文教委員 健康福祉委員 政調会長／まちづくり環境委員 幹事長／地域産業委員 団長／総務財政委員

交通政策調査特別委員 防災安全対策特別委員 羽田空港対策特別委員 交通政策調査特別委員 シティプロモーション・スポーツ調査特別委員

TEL 3742-2936 TEL 3768-5844 TEL 3730-3480 TEL 3298-6362 TEL 090-3342-3001

予
算
組
み
替
え
の

提
案
を
行
い
ま
し
た

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
地
区
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

平
和
の
早
期
実
現
に
関
す
る
決
議

全
会
一
致
で
採
択

新
空
港
線
関
連
事
業

11
億
円
を
廃
止
す
る

「
編
成
替
え
の
動
議
」

共
産
・
立
憲
で
共
同

提
案

４面



羽
田
空
港
の
航
空
機
事
故
か
ら
、

区
民
の
命
を
守
る
安
全
対
策
の

強
化
を

１
月
に
羽
田
空
港
で
発
生
し

た
日
本
航
空
機
と
海
上
保
安
庁

機
の
衝
突
事
故
は
、
５
人
が
亡

く
な
る
重
大
事
故
と
な
り
ま
し

た
。党

区
議
団
は
、
航
空
機
事
故

に
関
す
る
声
明
を
発
表
し
、
鈴

木
区
長
宛
て
に
航
空
機
事
故
に

関
す
る
緊
急
要
望
を
行
い
ま
し

た
。世

界
で
も
有
数
の
過
密
状
態

の
羽
田
空
港
を
安
全
の
た
め
に
、

大
田
区
と
し
て
の
対
応
強
化
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
航
空
機

事
故
に
つ
い
て
は
、
大
田
区
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

航
空
機
に
よ
る
大
規
模
事
故
か

ら
区
民
を
守
る
具
体
的
対
策
強

化
を
求
め
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
防
災

対
策
強
化
と
、
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
新
年
度

予
算
に
つ
い
て

区
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
、
区
立
小
中
学
校
の
給
食
費

の
無
償
化
、
大
田
区
プ
レ
ミ
ア

ム
付
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
発
行
、

大
田
区
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
、

資
材
価
格
等
の
高
騰
に
よ
る
工

事
費
な
ど
の
増
を
新
年
度
の
主

な
取
組
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

賃
金
や
年
金
な
ど
収
入
が
増

え
な
い
中
で
、
物
価
高
か
ら
、

区
民
の
暮
ら
し
を
守
る
、
思
い

切
っ
た
施
策
の
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

一
方
で
、
88
歳(

米
寿)

を

迎
え
る
区
民
へ
の
、
寿
祝
金
の

廃
止
や
、
国
保
加
入
者
に
配
布

し
て
い
た
プ
ー
ル
利
用
券
を
廃

止
す
る
な
ど
、
こ
の
時
期
に
区

民
施
策
を
削
減
す
る
こ
と
は
問

題
で
、
事
業
の
存
続
を
求
め
ま

し
た
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
で
は
、

「
原
油
資
金
・
物
価
高
騰
対
策

資
金
」
を
設
置
し
、
事
業
者
の

資
金
繰
り
を
支
援
し
ま
す
。
し

か
し
、
年
齢
や
保
証
枠
の
関
係

で
金
融
機
関
の
審
査
か
ら
除
外

さ
れ
た
事
業
者
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
区
が
債
務
保
証
す
る
融

資
制
度
へ
の
拡
充
や
、
直
接
助

成
す
る
制
度
を
つ
く
り
、
あ
ら

ゆ
る
事
業
者
を
支
援
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
策
の

た
め
に
、
大
田
区
独
自
施
策
で

あ
る
保
育
士
応
援
手
当
の
縮
小
、

削
減
を
中
止
し
、
小
中
学
校
の

給
食
費
の
無
償
化
の
恒
久
化
や
、

他
区
が
実
施
す
る
小
中
学
校
の

教
材
費
の
完
全
無
償
化
な
ど
を

実
施
し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
施
策
を
求
め
ま
し
た
。

新
空
港
線
事
業
は
、
こ
の
間
、

動
き
が
な
く
、
停
滞
し
て
い
る

状
況
で
す
。
新
空
港
線
事
業
が

区
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、
区

長
が
進
め
て
き
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
構
想

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
種
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に

区
民
か
ら
否
定
的
意
見
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
、
理
解
が
得
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
異
常

な
物
価
高
騰
が
続
き
、
資
材
費

や
人
件
費
な
ど
も
上
が
っ
て
い

る
中
で
、
総
事
業
費
が
さ
ら
に

大
き
く
膨
れ
上
が
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
、
大
き
な
財
政
負
担

と
な
る
新
空
港
線
事
業
の
白
紙

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
に
立
っ

て
、
災
害
対
策
の
見
直
し
・
拡

充
を
求
め
ま
し
た
。
例
え
ば
今

回
も
大
規
模
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
出
火
防
止
対
策
の
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
、
対
象

住
宅
数
の
大
幅
増
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
地
震
で
は
、

木
造
家
屋
の
被
害
が
大
き
く
発

生
し
ま
し
た
が
、
新
年
度
予
算

の
新
規
事
業
の
新
耐
震
基
準
で

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
へ
の
耐

震
診
断
費
用
の
一
部
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
助
成
件
数
の

大
幅
拡
充
と
耐
震
補
強
工
事
へ

の
助
成
も
し
、
燃
え
な
い
、
倒

れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
ま

し
た
。

交
通
不
便
地
域
の
改
善
・
解
消

の
推
進
を

２
０
２
４
年
問
題
、
い
わ
ゆ

る
運
転
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、

路
線
バ
ス
の
減
便
が
続
出
し
て

い
ま
す
。
当
面
は
西
蒲
田
・
南

馬
込
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
デ

マ
ン
ド
型
バ
ス
の
実
証
実
験
で
、

バ
ス
車
両
を
大
田
区
が
購
入
し
、

支
援
す
る
な
ど
、
財
政
の
支
援

を
求
め
ま
し
た
。

区
は
平
和
事
業
と
し
て
、
花

火
の
式
典
に
室
内
の
行
事
を
行

う
こ
と
を
加
え
ま
し
た
が
、
平

和
都
市
宣
言
を
し
た
区
と
し
て
、

通
年
で
継
続
し
て
平
和
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

１
月
１
日
能
登
半
島
の
地
震

を
受
け
て
、
区
民
の
願
い
で
あ

る
防
災
に
強
い
街
づ
く
り
、
さ

ら
に
物
価
高
騰
で
苦
し
む
区
民

生
活
を
応
援
す
る
た
め
の
財
政

出
動
を
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
特
に
新
耐
震
基
準
の
木
造

住
宅
耐
震
診
断
に
、
他
区
の
よ

う
に
工
事
費
用
も
助
成
を
す
る

こ
と
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

88
歳
「
寿
祝
金
」
の
削
減
、

５
年
以
上
勤
務
す
る
保
育
士
応

援
手
当
の
削
減
な
ど
福
祉
切
り

捨
て
の
区
政
を
見
直
し
、
補
正

予
算
を
組
ん
で
復
活
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

の
保
育
士
配
置
基
準
が
75
年
ぶ

り
に
見
直
し
に
な
り
ま
す
が
更

な
る
拡
充
と
、
子
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
は
、
乳
児
期
の
発
達

を
保
証
す
る
制
度
に
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
に
小
学
校
プ
ー

ル
を
シ
ェ
ア
す
る
た
め
、
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
す
る
予
算
が
組

ま
れ
ま
し
た
。
区
が
押
し
付
け

る
の
で
な
く
、
児
童
生
徒
の
意

見
表
明
権
を
尊
重
す
る
、
「
子

ど
も
基
本
条
例
」
を
策
定
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

一
方
で
、
新
空
港
線
「
蒲
蒲

２０２４年４月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ「日本共産党大田区議団」で検索 No.３０７ (２)

新空港線整備及びまちづくり資金積立基金の推移（単位：億円）

年度 予算 積立額 取崩額 累計 備考

2012年度 2次補正 5 5

2013年度 本予算 5 10

2014年度 本予算 5 15

2015年度 本予算 5 20

2016年度 本予算 5 25

2016年度 2次補正 5 30

2017年度 本予算 10 40 整備主体設立のため1.8億円計上、未執行

2018年度 本予算 10 50 整備主体設立のため1.8億円計上、未執行

2018年度 4次補正 10 60

2019年度 5次補正 10 70 整備主体設立のため1.8億円計上、未執行

2020年度 8次補正 10 80 整備主体設立のため1.8億円計上、未執行

2021年度 ― 80 整備主体設立のため1.8億円計上、未執行

2022年度 本予算 10 1.8 88 整備主体設立のため1.8億円取崩

2023年度 本予算 10 98

2024年度 本予算 10 108

地
方
自
治
体
の
役
割
発
揮
し
た
新
年
度
予
算
に

予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

す
が
や
郁
恵
議
員

防
災
対
策
強
化
と
、
物
価
高
騰
か
ら
区
民
の
暮
ら
し
・
営
業
を
守
る

新
年
度
予
算
に
転
換
を

代
表
質
問

佐
藤

伸
議
員億円

年度

累計額の推移



線
」
は
区
民
の
理
解
や
事
業
の

進
展
が
な
い
中
10
億
円
を
積
み

立
て
る
こ
と
は
見
直
す
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

区
は
、
「
事
務
事
業
適
正
化

計
画
」
な
ど
に
よ
り
、
区
の
正

規
職
員
を
減
ら
し
て
、
国
民
健

康
保
険
課
な
ど
窓
口
受
付
業
務

を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す
。
勤

務
し
て
い
る
方
の
多
く
が
女
性

で
あ
り
、
区
自
ら
が
「
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
と
言
わ
れ
る
低

賃
金
と
男
女
の
賃
金
格
差
を
広

げ
て
い
ま
す
。
民
間
委
託
を
見

直
し
、
正
規
職
員
に
戻
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

障
害
福
祉
費
の
拡
充
を

重
症
心
身
障
害
児
者
の
レ
ス

パ
イ
ト
事
業
は
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
事
業
で
す
。
18
歳
以
下
の

方
も
学
校
に
通
い
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
拡
充
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
算
事

項
別
明
細
書
に
記
載
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
区
民
へ
の
説
明

責
任
か
ら
も
家
庭
委
託
事
業
と

一
緒
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
求

め
ま
し
た
。

負
担
増
を
や
め
、
区
民
の
た
め

の
国
民
健
康
保
険
制
度
に

高
す
ぎ
る
保
険
料
の
た
め
に

滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
約
３
割
、

資
格
証
（
窓
口
で
10
割
支
払
う
）

は
約
３
０
０
世
帯
、
な
ど
、
医

療
に
か
か
れ
な
い
区
民
も
お
り
、

保
険
料
を
値
下
げ
す
る
努
力
を

求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
保
険
料
は
苦
労
し
て

納
め
て
い
る
が
、
生
活
が
厳
し

く
体
調
が
悪
く
て
も
医
療
に
か

か
れ
な
い
人
が
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

区
も
重
症
化
が
医
療
費
を
押
し

上
げ
て
い
る
要
因
に
な
っ
て
い

る
と
説
明
し
て
お
り
、
加
入
者

の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
も

「
医
療
に
か
か
れ
ず
手
遅
れ
と

な
る
」
な
ど
の
事
例
が
あ
る
の

か
実
態
調
査
を
求
め
ま
し
た
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
支
給
事
業

は
拡
充
を

新
た
に
木
造
住
宅
密
集
地
域

の
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
て
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
予
算
が
組

ま
れ
ま
し
た
が
、
大
田
区
耐
震

改
修
促
進
計
画
か
ら
試
算
す
る

と
、
約
２
万
８
千
世
帯
が
該
当

し
ま
す
。
し
か
し
、
約
３
０
０

件
分
の
予
算
で
あ
り
、
対
象
住

宅
に
設
置
が
完
了
す
る
ま
で
約

95
年
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
予

算
の
拡
充
を
し
て
、
こ
の
事
業

を
促
進
す
る
こ
と
、
ま
た
、

「
ヤ
モ
リ
（
商
品
名
）
」
だ
け

で
な
く
、
他
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

で
も
設
置
可
能
に
す
る
提
案
を

し
ま
し
た
。

鉄
道
駅
「
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
」

促
進
を

京
急
線
各
駅
で
人
身
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
２
０
２
３

年
に
は
、
梅
屋
敷
駅
で
10
月
１

日
、
大
鳥
居
駅
で
10
月
21
日
、

六
郷
土
手
駅
で
10
月
26
日
と
12

月
17
日
に
人
身
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
梅
屋
敷
駅
に
は
２

０
２
４
年
２
月
10
日
か
ら
ホ
ー

ム
ド
ア
が
稼
働
し
ま
し
た
が
、

も
っ
と
早
く
設
置
さ
れ
て
い
れ

ば
防
げ
て
い
た
は
ず
で
す
。
ま

た
、
六
郷
土
手
駅
に
２
０
２
４

年
度
中
に
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の

計
画
が
あ
る
中
で
の
事
故
で
あ

り
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
早
期
設
置

を
求
め
ま
し
た
。

新
空
港
線
で
は
な
く
、
地
域
の

公
共
交
通
の
推
進
を

昨
年
７
月
か
ら
開
始
さ
れ
た

南
馬
込
と
西
蒲
田
地
域
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
、
１
年
間
の
実
証

実
験
で
終
わ
ら
せ
ず
、
区
民
の

要
望
を
聞
く
こ
と
や
区
の
財
政

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
事
業
者
の
経
営

悪
化
や
運
転
手
不
足
の
中
、
新

空
港
線
計
画
に
10
億
円
積
み
立

て
る
よ
り
、
区
民
の
足
と
な
る

公
共
交
通
を
各
地
域
で
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
区
民
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

学
校
の
プ
ー
ル
シ
ェ
ア
導
入
は
、

先
生
や
子
ど
も
の
意
見
を
よ
く

聞
い
て

学
校
の
プ
ー
ル
施
設
の
老
朽

化
か
ら
、
区
は
、
複
数
の
学
校

が
１
つ
の
プ
ー
ル
を
利
用
す
る

「
プ
ー
ル
シ
ェ
ア
」
導
入
を
検

討
し
、
新
年
度
は
平
和
島
プ
ー

ル
を
利
用
し
た
モ
デ
ル
事
業
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平

和
島
プ
ー
ル
の
安
全
性
や
、
区

民
が
使
い
づ
ら
く
な
る
問
題
な

ど
を
指
摘
し
、
子
ど
も
と
現
場

の
教
職
員
の
意
見
を
真
摯
に
と

ら
え
、
よ
り
よ
い
水
泳
指
導
の

在
り
方
を
丁
寧
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
公
的
介
護
計
画
へ

４
月
か
ら
第
９
期
介
護
保
険

事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
深
刻
な

人
手
不
足
は
、
国
の
介
護
給
付

費
抑
制
策
に
原
因
が
あ
り
、
特

に
訪
問
介
護
は
基
本
報
酬
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
ヘ
ル
パ
ー
の
給

与
は
常
勤
で
も
全
産
業
平
均
よ

り
月
額
で
約
６
万
円
低
い
金
額

で
す
。
国
は
さ
ら
に
訪
問
介
護

の
基
本
報
酬
の
引
下
げ
を
打
ち

出
し
、
市
民
や
介
護
関
係
者
か

ら
、
こ
の
提
案
に
抗
議
し
、
撤

回
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
国
に
対
し
て
財
政
支
援

の
強
化
と
さ
ら
な
る
改
悪
を
し

な
い
よ
う
、
大
田
区
と
し
て
、

意
見
を
上
げ
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
を
し
な
い
よ
う
、
介
護

給
付
費
準
備
基
金
47
億
円
を
全

額
活
用
を
す
る
こ
と
や
、
保
険

料
の
最
高
段
階
の
下
限
所
得
を

他
区
並
み
の
５
０
０
０
万
円
、

１
億
円
と
引
き
上
げ
、
高
額
所

得
者
段
階
で
の
多
段
階
化
を
し
、

応
能
負
担
を
進
め
、
低
所
得
者

層
の
負
担
の
軽
減
化
を
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
（
左
表
参
照
）
。

ま
た
、
既
に
10
区
が
東
京
都

の
「
包
括
事
業
宿
舎
借
り
上
げ

制
度
」
を
活
用
し
地
域
密
着
型

事
業
所
で
働
く
介
護
職
員
の
家

賃
助
成
を
始
め
て
い
ま
す
。
も

大
田
区
で
活
用
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

失
語
症
の
方
々
に
寄
り
添
っ
た

支
援
の
体
制
強
化
を

脳
梗
塞
を
発
症
し
、
後
遺
症

で
失
語
症
に
な
ら
れ
た
方
は
全

国
で
30
万
人
か
ら
50
万
人
い

ま
す
。
症
状
も
千
差
万
別
で
す
。

理
解
不
足
か
ら
失
語
症
に
な
ら

れ
た
方
が
孤
立
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
区
民

へ
の
周
知
を
強
め
る
こ
と
、
東

京
都
の
制
度
を
活
用
し
て
、
既

に
世
田
谷
区
な
ど
６
区
で
行
っ

て
い
る
意
思
疎
通
支
援
者
派
遣

事
業
、
養
成
講
座
、
同
行
支
援

を
大
田
区
で
も
始
め
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

(３) ２０２４年４月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ https://kugidan.jcp-ota.jp/ No.３０７

予
算
特
別
委
員
会

款
別
質
疑

党
区
議
団
各
議
員
が
提
案

し
め
く
く
り
総
括
質
疑

す
が
や
郁
恵
議
員

区
基準月額

（前年度比）
段階数

（前年度）
最高段階の所得金額

（前年度）

港区 6400円（＋155円） 19（17） １億円（5000万円）以上

新宿区 6600円（＋200円） 18（16） 5500万円（3500万円）以上

品川区 6500円（＋400円） 17（14） 2500万円（2000万円）以上

目黒区 6200円（±０円） 17（18） 5000万円（2000万円）以上

大田区 6600円（＋600円） 18（17） 3500万円（2500万円）以上

世田谷区 6280円（＋100円） 18（17） 5000万円（3500万円）以上

渋谷区 6170円（＋210円） 17（16） １億円（同）以上

中野区 6266円（＋541円） 19（17） 5000万円（3000万円）以上

杉並区 6400円（＋200円） 17（14） 5500万円（2500万円）以上

練馬区 6670円（＋70円） 19（17） 5000万円（同）以上

江戸川区 6100円（＋200円） 19（16） 5000万円（3000万円）以上

近隣区と最高段階の所得金額5000万円以上の区の介護保険料

清水菊美議員

杉山こういち議員

村石まい子議員

ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ
れ
た
梅
屋
敷
駅



●
大
田
区
男
女
平
等
及
び
多
様

性
を
尊
重
す
る
社
会
を
推
進
す

る
条
例

家
庭
、
職
場
、
学
校
地
域
社

会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て

性
別
等
に
起
因
す
る
人
権
侵
害

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
人
ら
し
く
分
か
ち

合
い
助
け
合
い
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
、
と
も

に
く
ら
す
ま
ち
大
田
区
を
作
る

た
め
に
提
案
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｔ

Ａ
れ
い
わ
新
選
組
が
賛
成
し
ま

し
た
が
、
「
東
京
都
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
作
っ
た
。

大
田
区
で
さ
ら
に
条
例
化
す
る

意
味
が
な
い
」
な
ど
で
否
決
に

な
り
ま
し
た
。

●
区
立
小
・
中
学
校
の
学
校
給

食
費
を
無
償
化
す
る
条
例

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
で

あ
り
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
の

心
身
の
健
や
か
な
発
達
の
た
め

に
必
要
で
す
。
条
例
制
定
を
す

る
こ
と
で
恒
久
的
に
学
校
給
食

の
質
の
維
持
、
保
護
者
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
か
ら
提
案
し
ま

し
た
。
Ｏ
Ｔ
Ａ
れ
い
わ
新
選
組

が
賛
成
し
ま
し
た
が
、
「
給
食

費
は
新
年
度
予
算
で
無
償
に
な
っ

て
い
る
」
な
ど
で
否
決
に
な
り

ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
予
算
は
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
や
高
齢
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
助
成

な
ど
区
民
の
声
に
こ
た
え
評
価

す
る
施
策
も
あ
り
ま
す
が
、

●
反
対
す
る
理
由
①

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

対
策
が
不
十
分

区
民
の
暮
ら
し
が
大
変
な
時
に

対
策
が
不
十
分
で
、
さ
ら
に
88

歳
寿
祝
金
、
保
育
士
応
援
手
当

な
ど
区
民
に
と
っ
て
大
切
な
施

策
を
「
新
陳
代
謝
を
図
る
」
な

ど
の
理
由
で
削
減
し
た
こ
と

●
反
対
す
る
理
由
②

大
型
開
発
優
先

新
空
港
線
及
び
鉄
道
沿
線
の
ま

ち
づ
く
り
に
ど
れ
だ
け
の
財
政

投
入
に
な
る
か
明
ら
か
に
せ
ず
、

区
民
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
強
引

に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
新
空
港
線
関
連
予
算
に

新
年
度
10
億
円
積
立
て
、
合
計

で
１
０
８
億
円
に
な
り
ま
す
。

区
民
の
暮
ら
し
や
福
祉
に
使
う

こ
と

●
反
対
す
る
理
由
③

い
っ
そ
う
デ
ジ
タ
ル
化
や
公
民

連
携
と
職
員
削
減
を
進
め
て
い

る
こ
と

非
常
勤
職
員
や
会
計
年
度
職
員

の
活
用
に
よ
り
、
職
員
の
専
門

性
と
技
術
の
継
続
が
危
う
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と

以
上
の
理
由
で
党
区
議
団
は

反
対
し
ま
し
た
。

各
特
別
会
計
に
も
反
対

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

●
激
変
緩
和
措
置
が
な
さ
れ
て

も
近
年
で
最
大
の
大
幅
値
上
げ

に
な
る
こ
と

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

●
毎
回
の
保
険
料
改
定
ご
と
に

値
上
げ
に
な
り
、
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
逼
迫
さ
せ
て
い
る
こ
と

介
護
保
険
特
別
会
計

●
介
護
保
険
料
準
備
基
金
を
全

額
活
用
す
れ
ば
、
介
護
保
険
料

を
引
き
上
げ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

負
担
増
を
進
め
た
こ
と

区
議
会
に
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
か
ら
切
実
な
要
求
や
願
い
が

陳
情
や
請
願
で
提
出
さ
れ
ま
す
。

今
定
例
会
に
は
、
保
護
者
や

保
育
士
の
皆
さ
ん
か
ら
「
保
育

士
応
援
手
当
」
の
削
減
を
見
直

す
よ
う
多
く
の
陳
情
、
請
願
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
党
区
議
団
は
、

保
育
士
の
皆
さ
ん
の
安
定
し
た

雇
用
が
直
接
こ
ど
も
の
保
育
環

境
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
と

賛
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
２
日
発
生
し
た

羽
田
空
港
の
接
触
事
故
に
関
す

る
陳
情
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
区

民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
に
増

便
・
飛
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
な

ど
陳
情
者
の
思
い
は
当
然
で
あ

り
、
賛
成
し
ま
し
た
。

パレスチナ自治区ガザ地区における平和の

早期実現に関する決議 全会一致で採択

イスラエルとパレスチナのイスラム組織ハマスの

武力衝突により、パレスチナ自治区ガザ地区におい

て、多くの尊い人命が犠牲となり、深刻な人道危機

が続いている。

大田区は、世界の恒久平和と人類の永遠の繁栄を

願い、昭和59年に「平和都市宣言」を行っており、

世界の恒久平和は区民共通の願いである。

よって、大田区議会は、全ての当事者及び国際社

会が国際法を遵守するとともに、即時停戦、人質の

解放及び人道支援の確保により、ガザ地区における

平和が早期に実現されるよう強く求める。

以上、決議する。

令和6年3月25日

大田区議会

法律相談のご案内
区議団顧問弁護士による、法律相談です。

お気軽にご利用ください。

５月 ２日(木) 午後１時より
５月 １６日(木) 午後１時より
場所 日本共産党大田区議団控室

(大田区役所10階) ℡5744-1477

予約制です。前日までにお電話ください。

２０２４年４月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ「日本共産党大田区議団」で検索 No.３０７ (４)

件名 結果
共
⑤

自
⑮

公
⑪

維
⑤

つ
④

フォ

④
立
④

フェ

①
れ
①

保育士応援手当に関する陳情（同趣旨 他５件） 不採択 ○ × × × × × ○ 棄権 ○

すべての子どもたちがすこやかに育つ大田区を
めざすための請願

不採択 ○ × × × × × ○ 棄権 ×

重大事故の危険をはらむ羽田空港の増便による
過密化の解消を国に願う陳情

不採択 ○ × × × × × × ○ ×

横田空域返還が首都東京の飛行ルートに及ぼす
影響を明らかにしてほしいと願う陳情

不採択 ○ × × × × × × ○ ×

羽田空港増便・新ルートの抜本見直しを大田区
から国に求める陳情

不採択 ○ × × × × × × ○ ×

大田区基本構想を実のあるものにしていくため
に都心ルート廃止を国に求めてほしい陳情

不採択 ○ × × × × × × 棄権 ×

感震ブレーカー支給の改善を求める陳情 不採択 ○ × × × × × × × ×

西六郷一丁目24番地分譲住宅13戸のみどりの確保
に関する陳情

不採択 棄権 × × × × × × ○ ×

対外的情報省と横田基地について意見書提出に
関する陳情

不採択 × × × × × × × × ×

区長等の退職金に関する陳情 不採択 × × × × × × × × ×

共…日本共産党大田区議団、自…自由民主党大田区議団・無所属の会、公…大田区議会公明党、維…日本維新の会大田区議団、

つ…つばさ大田区議団、フォ…東京政策フォーラム（都民ファースト・国民民主・無所属の会）、立…立憲民主党大田区議団、

フェ…フェアな民主主義、れ…ＯＴＡれいわ新選組。丸数字は所属議員数

く
ら
し
や
営
業
、
防
災
対
策
に
不
十
分
な
予
算
に
反
対

区
民
の
切
実
な
願
い
実
現
へ
２
件
の
条
例
提
案

自
・
公
・
維
な
ど
が
反
対

請
願
・
陳
情

審
査
結
果

議
会
日
程
（
案
）

５
月

24
日
（
金
）
臨
時
会
第
１
日

27
日
（
月
）
臨
時
会
第
２
日

＊
各
委
員
会
な
ど
の
役
職
を
決

め
ま
す

６
月

７
日
（
金
）
請
願
・
陳
情
締
切

19
日
（
水
）
定
例
会
第
１
日

代
表
質
問

杉
山
議
員

20
日
（
木
）
定
例
会
第
２
日

代
表
質
問

村
石
議
員

21
日
（
金
）
常
任
委
員
会

24
日
（
月
）
常
任
委
員
会

26
日
（
水
）
特
別
委
員
会

28
日
（
金
）
定
例
会
第
３
日

請
願
・陳
情
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
も
あ

り
ま
す
）。

○
条
例
改
正
で
一
歩
前
進

都
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
」
が
成
立
し
た
こ
と

に
よ
り
都
営
住
宅
で
は
、
東
京

都
に
「
宣
誓
」
す
れ
ば
同
性
カ
ッ

プ
ル
も
入
居
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
区
長

か
ら
第
１
回
定
例
議
会
に
区
営

住
宅
、
高
齢
者
住
宅
、
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
同

性
カ
ッ
プ
ル
が
入
居
可
能
と
す

る
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
、
党

区
議
団
は
賛
成
し
、
実
現
し
ま

し
た
。


